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第２弾研修会 「介護」 

～知って安心、介護保険制度の使い方～ 

 

拝啓 秋冷の候、貴社ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。また、平素は組合活動に格別のご協力を頂

き誠にありがとうございます。 

 さて、今年度人材開発委員会では様々な研修会を計画しており、今回は「介護」をテーマに開催致します。 

皆さんは「介護」について考えたことはありますか。高齢化社会が年金制度の受給引上げにも影響を及ぼし、

60 歳定年後も希望者全員を継続雇用することを義務付ける「高齢者雇用安定法」が改正されたことはご承知の通

りです。このような高齢化社会の中、親等の介護問題に直面する社員の世代と言えば、企業にとっては管理職と

して中核を担う社員が多く、今までワークライフバランスを自分の課題と考えてこなかった層の社員が直面する

初めての課題と言えます。介護は仕事への意欲低下や介護離職にも発展し、会社にとっても社員にとっても大き

な損失を招くことは言うまでもありません。 

そこで今回の研修会では、社員の介護ニーズの存在に気付いていても効果的な支援策がわからない企業も多い

中、社員一人で介護の課題を抱え込まず、介護に直面する社員も企業も同じ目線で「介護」への対応が取れるよ

う、介護保険制度の基本から現場経験の事例による実態を学ぶ内容で開催致します。これを機に介護について考

えてみようという方、社内教育の一助として話を聞いてみようとお考えの方、多くの皆様のご参加をお待ちして

おります。参加希望の方は、11 月 12 日（火）までに織商事務局まで FAX（211-1976）にてお申込み下さいます

ようお願い申し上げます。なお、申込期間中でも定員に達し次第、締切とさせて頂きますのでご了承下さい。 

敬具 

記 

 

日    時   平成 25 年 11 月 19 日（火） 午後 6 時 30 分～8 時 

場    所   京都産業会館 2 階 KPC 第 3 研修室 

講    師   舌 一恵 氏 

（洛和会ヘルスケアシステム介護支援部 ケアマネ統括課長） 

        〈資 格〉介護福祉士 

主任介護支援専門員 

        〈プロフィール〉京都保育福祉専門学院（旧京都保育専門学院）を卒業。特別養護老人ホームに勤務。

介護福祉士および介護支援専門員の資格を取得。その後、施設ではなく、在宅での介

護をしたいという思いから洛和会ヘルスケアシステムに入会。居宅介護支援事業所に

て介護支援専門員として勤務。主任介護支援専門員の資格を取得し、現在に至る。 

参    加   無 料 

 

募    集   50 名 



カ リ キ ュ ラ ム   ■介護保険のしくみ 

          ＊どんな人が加入するのか  

＊保険運営と保険料のしくみ  

         

■介護保険を利用する為の手続き 

          ＊市町村の窓口での申請～サービス利用までの流れ 

           

         ■介護保険で利用できるサービス 

          ＊在宅サービス   

＊地域密着型サービス 

          ＊施設サービス 

          

■賢く介護するために 

          ＊介護保険のサービスにかかわる苦情・相談窓口 

          ＊介護にかかるお金の話  

          ＊介護保険のサービスの質を確保する為の取り組み 

          ＊介護保険制度とほかの制度との関連 

          ＊遠距離介護を円滑に行うために 

 

 

 

 

 

研修会参加申込 

織商人材開発委員会 宛 

平成 25 年 11 月 19 日(火)開催の研修会に参加します。 

商社名  

氏 名 

  

  

  

※参加者が 6 名以上の場合には、恐れ入りますがコピーしてご利用下さい。 
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